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史
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先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

人
類
の
生
活
地
域
は
、
空
間
的
に
仲
展
し
拡
充
す
る
一
方
、
こ
れ
を
地
形
一
の
高
度
に
結
び
つ
け
て
垂
直
的
居
住
帯
と
い
う
見
地
か
ら
み

る
と
、
永
年
的
・
季
節
的
な
垂
直
的
選
移
の
現
象
が
み
う
け
ら
れ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
先
史
集
落
の
永
年
的
な
垂
直
的
移
動
に
関
し
て

ま
た
先
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
、
地
理
学
者
に
よ
っ
て
立
地
の
研
究
が
な

は
、
早
く
考
古
学
者
が
着
目
し
て
調
査
や
研
究
を
行
な
い
①
、

さ
れ
て
い
る
@
。

筆
者
は
、
日
本
列
島
の
沖
積
世
に
お
け
る
垂
直
的
居
住
帯
の
遷
移
現
象
に
関
心
を
も
ち
、
若
干
の
発
表
を
行
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る

が
@
、
先
学
の
き
尾
に
付
し
、
考
古
地
理
学
の
立
場
か
ら
引
き
続
い
て
調
査
と
研
究
を
続
け
て
い
る
。
以
前
に
行
な
っ
た
筆
者
の
研
究
は

特
に
弥
生
文
化
期
に
重
点
を
お
き
、
と
の
種
の
現
象
の
実
態
と
、
か
か
る
現
象
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
本
稿
で

は
、
考
古
地
理
学
の
見
地
か
ら
、
単
に
弥
生
式
化
の
時
代
に
止
ま
ら
ず
、
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
文
化
の
時
代
を
通
じ
て
、
本
州
の
西
端
地

方
に
み
ら
れ
る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
厚
い
空
間
か
ら
遷
移
の
傾
向
を
と
ら
え
、
筆
者
自
身
の
爾
後
の
研
究
へ
の
-
つ
の
足

掛
り
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

5 
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E 

本
研
究
て
と
っ
た
考
古
地
理
学
的
方
法
ー

考
古
地
理
学
月
O
F
H
w
o
o
-
o
M
1
2
-
m
o
o
m
E旬開
HM『
と
い
う
名
の
学
聞
は
新
し
く
、
そ
の
内
容
を
な
す
具
体
的
な
研
究
例
が
断
片
的
で
、

斯
学
の
も
つ
固
有
の
任
務
や
研
究
法
に
関
す
る
考
え
方
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
藤
岡
謙
二
郎
博

士
が
提
唱
さ
れ
、
か
つ
て
筆
者
も
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
考
古
地
理
学
の
任
務
や
方
法
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
宅
こ
こ
で

は
と
の
研
究
で
と
っ
た
立
場
や
方
法
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
、
か
い
つ
ま
ん
で
卑
見
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

歴
史
地
理
学
の
一
部
門
と
し
て
の
考
古
地
理
学
の
固
有
の
任
務
は
、
地
縁
的
な
遺
跡
や
遺
物
の
側
面
か
ら
人
類
時
代
の
過
去
の
地
理
を

究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
特
質
は
資
料
と
方
法
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
考
古
学
と
資
料
や
そ
の
採
集
の
方
法
を
共
有

し
な
が
ら
も
違
う
と
こ
ろ
は
、
考
古
学
が
遺
跡
や
遺
物
を
史
実
を
語
る
記
念
物
と
し
て
扱
い
、
遺
跡
や
遺
物
か
ら
み
た
歴
史
の
究
明
を
目

的
と
す
る
の
に
対
し
て
、
考
古
地
理
学
は
、
遺
跡
や
遺
物
を
土
地
や
地
域
に
結
び
つ
い
た
地
縁
的
・
地
域
的
な
資
料
と
し
て
取
り
扱
い
、

こ
れ
ら
を
過
去
の
地
理
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
と
し
手
段
と
し
て
活
用
す
る
点
に
差
異
が
あ
る
。
ま
た
文
献
地
理
学
と
、
究
極
の

目
的
と
地
理
学
的
方
法
を
共
に
す
る
点
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
相
異
は
、
文
献
学
的
資
料
や
知
見
は
参
考
に
す
る
に
止

め
、
そ
れ
ら
を
予
察
の
段
階
や
研
究
の
過
程
に
お
い
て
補
助
手
段
と
す
る
点
に
あ
る
。
純
粋
に
し
て
独
得
な
方
法
は
、
遺
跡
や
遺
物
が
結

び
つ
い
た
土
地
や
地
域
と
、
物
的
証
跡
た
る
地
縁
的
な
考
古
資
料
そ
の
も
の
か
ら
考
察
し
、
地
理
学
的
方
法
を
通
し
て
過
去
の
地
理
を
究

明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
地
理
学
の
研
究
に
必
要
な
文
献
地
理
学
ゃ
、
第
四
紀
学
あ
る
い
は
民
族
地
理
学
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

資
料
と
固
有
な
方
法
を
も
っ
て
お
り
、
人
類
時
代
の
総
合
的
な
過
去
の
地
理
の
究
明
を
目
的
と
す
る
広
義
の
歴
史
地
理
学
は
、
そ
れ
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
資
料
と
方
法
を
駆
使
す
る
よ
り
高
次
な
存
在
で
あ
る
。



議

Eピ
ぷ
を
考
古
地
理
学
ば
1J資
料
熱
伝
士
一
一
面
〆
也
か
ら
守
山
自
然
科
学
ぶ
文
ル
神
科
学
の
再
面
時
な
性
格
色
白
ぞ
い
る
。
し
た
が
っ
て

上
記
の
諸
分
野
の
方
法
や
成
果
の
間
隙
を
結
び
合
せ
る
役
割
を
有
し
、
地
表
的
観
察
と
地
下
的
観
察
に
よ
っ
て
、
歴
史
地
理
学
が
要
求
す

る
内
容
を
充
足
す
る
特
殊
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
跡
や
遺
物
は
過
去
の
文
化
現
象
や
文
化
地
域
を
考
察

す
る
資
料
に
な
る
反
面
、
地
層
に
挟
在
し
た
化
石
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
然
史
や
過
去
の
自
然
地
域
史
の
研
究
を
行
な
う
第

四
紀
学
の
資
料
に
も
使
わ
れ
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
自
然
地
理
と
人
女
地
理
の
両
分
野
に
資
料
と
成
果
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

考
古
地
理
学
の
研
究
に
は
、
対
象
の
取
り
上
げ
方
に
よ
っ
て
、
厚
い
空
間
今
、
.4
割
り
に
す
る
場
合
と
縦
割
り
に
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

す
な
わ
ち
、
過
去
の
あ
る
時
代
や
時
点
の
空
間
を
対
象
に
す
る
先
史
地
理
学
⑤
・
原
史
地
理
学
・
有
史
地
理
学
と
、

そ
れ
ら
を
さ
ら
に
細

分
し
た
薄
い
空
間
の
研
究
が
前
者
で
あ
っ
て
、
地
域
変
遷
史
や
@
、

厚
い
空
聞
に
お
い
て
と
ら
え
た
特
定
の
地
理
的
事
象
を
地
理
学
的
方

法
を
通
し
て
研
究
す
る
の
が
後
者
で
あ
る
。
資
料
の
も
つ
価
値
や
先
学
の
努
力
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
横
割
り
の
先
史
地
理
学
は
広
く
知

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ー
特
定
の
地
理
的
事
象
を
対
象
に
、
考
古
地
理
学
的
方
法
に
よ
っ
て
全
時
代
を
縦
に
一
貫
し
た
研
究
は
も
ち
ろ

ん
、
有
史
時
代
の
こ
の
穫
の
研
究
例
は
極
め
て
少
な
い
。
本
稿
は
、
上
に
記
し
た
縦
割
法
の
う
ち
の
後
者
の
一
例
で
あ
る
。

居
住
帯
の
垂
直
的
な
遷
移
現
象
の
研
究
は
、
植
生
の
垂
直
的
分
布
や
そ
の
永
年
的
変
花
の
研
究
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て

特
定
地
域
毎
に
実
態
を
克
明
に
調
査
す
る
一
方
、
と
れ
を
全
地
球
表
面
に
拡
張
し
、
緯
度
の
高
低
や
高
度
に
よ
る
気
温
の
相
異
、
居
住
の

土
台
と
な
る
土
地
の
高
低
起
伏
、
動
植
物
の
垂
直
的
分
布
な
ど
と
の
関
連
を
芳
慮
し
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
居
住
帯
は
植
物
の
分
布
と
異
な
り
、
居
住
の
場
所
は
、
社
会
環
境
の
中
で
生
活
す
る
入
間
自
身
が
決
定
す
る
の
で
、
自
然
環
境
の
条

件
の
ほ
か
に
、
時
代
や
地
域
の
政
治
的
社
会
経
済
史
的
条
件
に
深
い
関
心
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

7 

と
こ
で
い
う
居
住
帯
は
、
居
住
地
を
中
心
と
し
た
人
類
の
活
動
地
域
を
含
め
た
概
念
で
あ
る
。
過
去
に
お
け
る
居
住
脊
の
垂
直
的
な
巾
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と
そ
の
重
心
帯
は
、
遺
跡
や
遺
物
発
見
地
を
指
標
と
し
、
そ
れ
ら
の
立
地
や
分
布
の
範
囲
で
一
一
小
す
と
と
が
で
き
る
。
過
去
の
住
民
の
生
活

を
土
地
や
地
域
に
結
び
つ
け
、
よ
り
具
体
的
に
つ
か
む
た
め
に
は
、
遺
跡
や
遺
物
発
見
地
の
標
高
と
比
高
や
地
貌
な
ど
か
ら
観
察
す
る
と

と
が
必
要
で
あ
る
。
標
高
は
気
温
と
の
関
係
を
知
る
上
で
意
義
が
あ
り
、
山
麓
の
傾
斜
変
換
線
か
ら
の
高
さ
を
と
っ
た
比
高
は
、
地
貌
と

と
も
に
日
常
生
活
の
難
易
や
生
産
地
区
と
の
関
係
を
窺
う
上
に
有
効
で
あ
る
。

居
住
帯
の
高
度
は
研
究
者
に
よ
っ
て
規
準
が
若
干
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
、
所
在
地
の
地
形
が
日
常
の
生
活
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
と
、
水
田
耕
作
へ
の
難
易
を
考
慮
し
て
、
山
麓
の
傾
斜
変
換
線
以
下
の
沖
積
地
に
あ
る
遺
跡
を
低
地
性
遺
跡
、
比
高
が
大
体

十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
台
地
や
山
麓
の
緩
斜
面
に
あ
る
も
の
を
台
地
・
山
麓
帯
遺
跡
、
比
高
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
斜
面
が
急
な
高

い
台
地
や
、
山
頂
・
稜
伯
郡
・
山
腹
な
ど
の
遺
跡
を
高
地
性
遺
跡
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
、
ま
た
低
地
性
遺
跡
の
比
高
は
、
河
床
か
ら
の
高
さ
を

と
り
、
砂
浜
遺
跡
の
比
高
は
現
在
の
生
活
地
表
を
規
準
に
し
た
。

次
に
個
々
の
遺
跡
の
文
化
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
採
集
さ
れ
て
い
る
遺
物
が
多
か
っ
た
り
、
す
で
に
発
掘
調
査
済
み
で
所
属
文
化
期

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
遺
跡
を
直
接
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
(
表
の
・
印
)
、
単
独
の
遺
物
発
見
地
や
、
未
発
掘
の
た
め
文
化
小
期

が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
表
に

O
印
を
付
し
、
ま
た
遺
物
が
少
な
く
、
所
属
文
化
期
が
暖
昧
な
も
の
は
半
黒
円
印
で
示
し
、
と
も
に
参
考

資
料
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
。
現
在
文
化
小
期
が
わ
か
っ
て
い
る
遺
跡
で
も
、
未
発
掘
遺
跡
は
そ
の
底
に
時
代
の
違
う
も
の
が
潜

ん
で
い
る
疑
い
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
調
査
で
若
干
修
正
さ
れ
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
大
勢
と
し
て
は
、
将
来
と
も
き
し
た

る
変
動
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
傾
向
を
と
ら
え
る
う
え
に
は
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
一
地
域
を
同
一
条
件
で
取
り
扱
う
の
が
理
想
で
あ
る
が
、
資
料
の
も
つ
性
質
上
必
ず
し
も
理
想
通
り
に
は
い
か
ず
、
処
理
上
若
干
の

操
作
が
必
要
に
な
る
。
遺
跡
の
数
が
比
較
的
少
な
い
縄
文
・
弥
生
の
両
時
代
の
遺
跡
は
、
瀬
戸
内
斜
面
・
響
灘
斜
面
お
よ
び
日
本
海
側
の



一
港
管
内
斜
面
…
毎
f
h
v
検
討
、
史
上
で

J

全
地
域
を
一
度
に
扱
い
、
遺
跡
の
数
が
彩
し
い
わ
り
に
、
調
査
に
精
粧
の
差
や
、
調
査
土
地
域
的
な
傭

僚
が
多
い
古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
調
査
が
進
ん
で
い
る
地
域
毎
に
集
計
し
て
検
討
し
、
全
域
的
に
は
要
点
を
と
ら
え
て
傾
向
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
に
し
た
。
ま
た
有
史
時
代
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
、
と
こ
で
は
先
原
史
時
代
を
、
浮
び
上
ら
せ
る
範
囲
で
簡
単

に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
地
形
上
の
高
距
や
地
貌
と
、
個
々
の
遺
跡
の
所
属
文
化
期
、
居
住
帯
の
垂
直
的
振
幅
に
み
ら
れ
る
地
域
差
と

の
三
つ
の
角
度
か
ら
調
査
し
、
本
州
の
西
端
部
に
お
け
る
居
住
帯
の
垂
直
的
選
移
に
現
わ
れ
た
地
域
性
の
拍
出
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

。E

居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
現
象

高
度
的
居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
の
実
態
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
遺
跡
や
遺
物
発
見
地
を
文
化
小
期
と
標
高
・
比
高
お
よ
び
地
貌
の
観
点

か
ら
観
察
し
、
地
形
の
高
度
と
結
び
つ
い
た
時
代
的
な
遷
移
に
つ
い
て
要
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

ー
、
縄
文
・
弥
生
文
化
期
に
お
け
る
高
度
的
居
住
帯
の
時
代
的
振
幅
と
重
心
帯
の
垂
直
前
遷
移

居
住
帯
の
最
高
と
最
低
の
高
さ
は
第
1
表
の
通
り
で
、
そ
の
垂
直
的
な
巾
は
第
2
表
に
示
し
た
ご
と
く
、
高
度
的
な
巾
が
文
化
小
期
に

よ
っ
て
異
な
り
、

上
i

一
下
的
な
遷
移
を
示
し
て
い
る
。

縄
文
早
期
と
前
期
は
不
思
議
な
ほ
ど
よ
く
似
た
高
度
的
分
布
を
示
し
、
標
高
で
は
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
五
十

メ
ー
ト
ル
、
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
ニ
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
み
う
け
ら
れ
、
居
住
帯
の
高
度
の
巾
が
広
い
。
そ
の
重

9 

心
帯
は
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
台
地
や
海
浜
の
低
地
帯
に
あ
る
が
、
秋
吉
台
で
は
比
高
に
し
て
百
メ

l
b
ル
か
ら
百
八
十
五
メ
ー
ト

ル
の
高
度
に
立
地

Upd早
期
や
前
期
の
と
ろ
す
で
に
海
岸
は
も
ち
ろ
ん
内
陸
の
カ
ル
ス
ト
高
原
に
も
居
住
し
て
い
た
と
と
が
わ
か
る
の
で
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第 I表標高と比高からみた山口県域の縄文・弥

生時代の遺跡高度分布
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先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

地貌からみた山口県域の縄文弥生時代り遺

跡の高度分布

第 2署長

毒
E
4
9
X
E
払

f

与
を
な
経
湾
内
露
一
体
的
な
生
活
地
表
と
結
び
つ
け
た
地
貌
か
ら
観
察
す
る

と
、
月
崎
・
梶
栗
浜
・
宮
ノ
原
・
美
濃
ケ
浜
の
よ
グ
な
砂
浜
遺
跡
や
、
船
ケ
窪
・
小
郡
久

保
遺
跡
な
ど
の
よ
う
な
カ
ル
ス
ト
台
地
に
多
く
、
紫
野
遺
跡
の
ご
と
く
低
い
海
岸
の
洪
積

台
地
や
、
丸
山
・
小
高
野
遺
跡
の
よ
う
な
山
麓
の
斜
面
、
周
囲
・
大
谷
ケ
浴
遺
跡
な
ど
の

扇
状
地
に
も
立
地
し
て
い
る
。
し
か
し
河
川
の
氾
濫
原
に
は
確
か
な
遺
跡
の
発
見
例
が
な

〈
、
時
僅
か
に
下
関
市
の
神
田
川
河
床
か
ら
、

上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
前
期
の
磨
滅
し
た
小

土
器
片
が
み
つ
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
当
時
河
畔
の
洪
酒
地
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
と
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

縄
文
中
期
は
、
地
貌
は
も
ち
ろ
ん
標
高
や
比
高
が
低
く
、
居
住
帯
が
著
し
く
下
降
し
た

と
と
を
示
唆
し
、
中
部
山
岳
地
方
の
場
合
⑦
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
と
と
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
ノ
原
・
潮
待
・
美
、
議
ケ
浜
や
赤
石
遺
跡
な
ど
の
よ
う

に
、
標
高
一
が
十
二
メ
ー
ト
ル
未
満
、
比
高
に
し
て
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
砂
疎
浜
や
砂
堆
正

っ
て
運
搬
さ
れ
た
砂
牒
層
の
中
に
堆
積
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
が
海
退
期
唱
に
当
る
と
と
と
関
連
し
て
特
に
注
意
を
ひ
く
。

に
限
ら
れ
、
内
陸
地
域
か
ら
全
く
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
波
浪
に
よ

縄
文
後
期
は
遺
跡
の
発
見
数
に
お
い
て
縄
文
時
代
中
一
番
多
く
、
標
高
か
ら
み
た
居
住
帯
の
上
限
も
ま
た
早
期
や
前
期
よ
り
も
高
い
。

11 

最
も
高
い
確
か
な
遺
跡
は
、
阿
東
町
の
度
川
遺
跡
で
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
文
化
小
期
の
や
や
不
明
確
な
も
の
は
、
道
祖
原
の

三
百
七
十
メ
ー
ト
ル
や
、
八
代
盆
地
の
ユ
ウ
シ
ン
坂
・
原
・
大
ケ
原
・
下
吉
田
・
下
仏
坂
や
奥
関
屋
遺
跡
な
ど
三
百
メ
ー
ト
ル
ム
ロ
の
高
度
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に
分
布
し
て
い
る
。
低
い
遺
跡
も
多
く
、
熊
毛
郡
の
回
ノ
浦
や
岩
田
遺
跡
の
よ
う
に
満
潮
面
下
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
も
あ
っ
て
@
、

標
高
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
の
う
ち
で
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
最
も
広
い
。
遺
跡
の
高
度
的
分
布

は
百
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百
七
十
メ
ー
ト
ル
と
、
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
に
集
ま
っ
て
い
る
が
、
比
高
は
何
れ
も
低
く
、
高
い
も
の
で
も

二
十
五
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
重
心
帯
は
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
山
麓
帯
や
扇
状
地
か
ら
海
浜
に
わ
た
る
低
地
帯
で
あ
る
。
遺
跡
が
立
地
す
る

土
地
の
地
貌
は
、
宮
ノ
馬
場
・
上
ノ
原
・
長
沢
池
遺
跡
な
ど
の
よ
う
危
低
い
山
麓
の
斜
面
や
台
地
と
、
広
末
・
後
河
原
・
周
回
遺
跡
の
よ

う
な
扇
状
地
に
多
い
。
ま
た
大
繁
枝
・
月
崎
・
美
濃
ケ
浜
・
潮
待
・
神
田
・
岩
田
や
回
ノ
浦
遺
跡
の
ご
と
く
、
砂
疎
浜
や
砂
浜
に
立
地

し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
波
浪
が
運
ん
で
再
堆
積
し
、
磯
浪
で
擾
乱
さ
れ
て
い
る
。
内
陸
の
河
成
段
正
に
は
、
比
高
二
十
メ
ー
ト
ル
余
り
の

度
川
遺
跡
が
あ
る
ほ
か
に
は
今
の
と
こ
ろ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
し
、

一
方
、
山
麓
線
以
下
の
洪
酒
地
や
パ
ッ
ク
マ

l
シ
ュ
に
も
少
な
く
吊

僅
か
に
長
府
町
の
安
養
寺
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

e

縄
文
晩
期
の
遺
跡
は
、
大
体
に
お
い
て
後
期
の
遺
跡
の
分
布
や
立
地
に
似
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
後
期
の
遺
跡
に
重
複
し
て
い
る

が
、
遺
跡
の
発
見
例
が
意
外
に
少
な
く
、
標
高
や
比
高
が
共
に
下
降
し
て
い
る
。
標
高
か
ら
み
た
最
高
の
遺
跡
は
、
玖
珂
盆
地
の
周
回
扇

状
地
の
扇
頂
付
近
に
あ
る
用
田
遺
跡
の
五
十
メ
ー
ト
ル
で
、
低
い
遺
跡
は
岩
田
遺
跡
の
よ
う
に
満
潮
面
下
の
遺
跡
が
あ
る
。
比
高
に
お
い

て
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
岩
田
・
尾
国
・
後
河
原
・
椿
・
周
回
の
諸
遺
跡
の
よ
う
に
、
扇
状
地
ゃ
、
美
濃
ケ
浜
や

月
崎
遺
跡
の
よ
う
な
海
岸
の
砂
堆
に
立
地
し
、
高
度
的
居
住
帯
の
重
心
は
後
期
と
同
様
低
地
帯
に
あ
る
。
な
お
こ
の
期
の
砂
浜
遺
跡
の
多

く
は
、
波
浪
の
擾
乱
を
蒙
っ
て
い
る
。

弥
生
文
化
の
前
期
の
遺
跡
を
標
高
か
ら
み
る
と
、
響
灘
海
岸
の
沖
田
と
土
井
ケ
浜
や
中
ノ
浜
遺
跡
な
ど
の
よ
う
な
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の

低
地
か
ら
、
貞
行
や
惣
ノ
尻
遺
跡
の
ご
と
く
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
測
る
内
陸
の
山
間
金
地
に
も
み
ら
れ
、
居
住
脊
の
垂
直
的
な
巾
が
広



作
訟
僻
い
や
刈
行
、
高
い
を
の
で
も
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
内
重
心
帯
は
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
地
帯
に
あ
る
ο

は
北
九
州
に
近
い
響
灘
の
海
岸
地
帯
に
多
く
、
有
帆
川
以
東
の
地
域
に
は
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
う
ち
、

前
半
期
の
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
響
灘
の
海
岸
に
集
ま
り
、
内
陸
地
域
の
遺
跡
の
多
く
は
中
葉
か
ら
後
半
の
も
の
で
あ
る
ο

海
岸
地
帯
で
は
、
土
井
ケ
浜
や
中
ノ
浜
遺
跡
の
よ
う
に
海
岸
の
砂
堆
丘
や
、
綾
羅
木
遺
跡
の
ご
と
く
十
三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
低
い
洪

積
台
地
と
か
、
岩
田
遺
跡
の
よ
う
に
海
に
張
り
出
し
た
小
扇
状
地
に
立
地
し
て
い
る
。
内
陸
地
域
で
は
、
秋
芳
町
の
瀬
戸
遺
跡
の
よ
う
に

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

溶
蝕
盆
地
の
縁
辺
に
あ
る
低
い
洪
積
台
地
や
、
大
日
台
遺
跡
の
ご
と
く
低
い
正
陵
の
頂
に
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、
徳
佐
盆
地
で
は
惣
ノ
尻
や

貞
行
遺
跡
の
よ
う
に
盆
地
床
に
み
ら
れ
る
ほ
か
、
田
部
盆
地
の
岸
本
遺
跡
の
ご
と
く
盆
地
床
の
水
田
面
下
に
埋
没
し
て
い
る
遺
跡
も
あ
る
。

弥
生
前
期
の
高
度
的
居
住
帯
の
一
つ
の
特
色
は
、
後
半
に
な
っ
て
垂
直
的
な
巾
に
若
干
の
変
化
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
半
の
遺
跡
の
多
く
は
響
灘
海
岸
の
砂
浜
や
低
い
洪
積
台
地
に
立
地
し
、
す
べ
て
低
い
場
所
に
あ
る
の
に
対
し
、
後
半
か
ら

末
葉
に
な
る
と
内
陸
地
域
に
ひ
ろ
が
る
と
と
も
に
、
低
地
性
遺
跡
の
ほ
か
に
、
高
地
性
遺
跡
が
あ
ら
わ
れ
、
時
代
が
降
る
に

e

つ
れ
て
居
住

帯
の
垂
直
的
な
巾
が
多
少
広
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
貝
塚
を
伴
う
遺
跡
は
前
半
期
に
は
な
く
、
堂
ノ
尾
山
遺
跡
の
ご
と
く
後
半

に
な
っ
て
現
わ
れ
、

し
か
も
遺
跡
の
数
や
貝
殻
の
量
が
著
し
く
少
な
い
と
と
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

弥
生
文
化
の
中
期
の
遺
跡
は
全
地
域
に
分
布
レ
、
後
期
と
と
も
に
発
見
例
が
頗
る
多
い
oj

高
度
的
居
住
帯
の
巾
は
弥
生
文
化
期
の
う
ち

で
最
も
広
く
、
前
期
に
比
べ
る
と
著
し
い
相
異
が
み
ら
れ
る
。
高
い
遺
跡
は
標
高
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
祝
島
A
遺
跡
で
、
低
い
遺
跡

は
下
関
市
の
梶
粟
浜
や
六
連
島
遺
跡
で
僅
か
二
・
五

l
三
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
標
高
か
ら
み
た
居
住
帯
の
巾
は
前
期
と
変
ら
な
い
が
、
比

高
や
所
在
地
の
地
貌
に
お
い
て
顕
著
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
中
期
の
遺
跡
の
う
ち
、
響
灘
海
岸
の
遺
跡
に
は
、
前
期
か
ら
中
期

13 

に
か
け
て
ま
た
が
る
時
期
の
も
の
が
多
い
が
、
周
防
部
で
は
前
期
の
遺
跡
に
重
複
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
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祝
島
A
遺
跡
の
比
高
は
、
島
裾
の
山
麓
繰
か
ら
三
百
十
五
メ
ー
ト
ル
内
外
も
あ
り
、
秋
吉
台
の
区
内
コ
ロ
ピ
遺
跡
は
台
麓
か
ら
百
五
十
メ

ー
ト
ル
を
超
え
、
こ
の
ほ
か
倉
掛
山
の
山
腹
や
、
祝
島
中
腹
の
祝
島
B
遺
跡
な
ど
も
比
高
が
百
メ
ー
ト
ル
以
上
に
お
よ
び
、

い
ず
れ
も
当

時
水
田
耕
作
を
営
む
こ
と
が
不
可
能
な
よ
う
な
地
形
に
立
地
し
て
い
る
。
天
王
山
・
形
山
・
井
上
山
山
頂
・
上
ノ
原
・
天
王

A
と
岡
山
や

石
光
遺
跡
な
ど
は
、
比
高
が
三
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
十
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
の
頂
や
尾
根
と
か
高
い
台
地
に
営
ま
れ
、
こ
れ
ら
も
水
田
耕

作
に
困
難
な
場
所
に
立
地
し
て
い
る
。
奈
良
ニ
ツ
池
・
開
明
・
中
郷
・
天
王
台
・
井
上
山
・
上
ノ
原
な
ど
の
村
落
遺
跡
は
、
比
高
二
十
メ

ー
ト
ル
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
頂
や
尾
根
と
か
高
い
台
地
に
営
ま
れ
、
ま
た
鎌
浦
・
下
建
野
・
松
ケ
迫
・
北
河
内
・
亀
山
公
園
・

器
ゐ
・
荻
峠
・
片
山
・
七
辻
遺
跡
や
引
野
貝
塚
な
ど
も
、
丘
陵
頂
と
か
稜
線
・
山
腹
・
山
麓
の
台
地
の
上
な
ど
に
立
地
し
、
平
地
を
見
下

す
比
高
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
あ
る
。
下
高
塚
・
塚
ノ
原
・
伊
倉
・
田
島
ケ
丘
や
水
回
遺
跡
な
ど
の
よ
う
に
、
五
メ

ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
内
外
を
測
る
山
麓
の
低
い
台
地
や
尾
根
の
末
端
に
立
地
す
る
も
の
や
、
且
・
船
場
・
土
井
ケ
浜
・
梶
栗
浜
・
梶

菜
・
六
連
島
な
ど
の
よ
う
に
、
山
麓
糠
や
砂
浜
に
も
み
ら
れ
る
が
、
扇
状
地
か
ら
は
あ
ま
り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
現
在
も
沈
水

地
形
に
特
色
を
も
っ
徳
山
湾
の
黒
髪
島
遺
跡
は
満
潮
面
下
の
砂
浜
に
立
地
し
、
弥
生
中
期
以
後
の
あ
る
時
期
以
後
に
洗
降
し
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

総
括
的
に
い
う
と
、
中
期
の
居
住
帯
の
重
心
は
五
十

t
六
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
帯
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
高
地
に
も
分
布
地
帯
が

み
う
け
ら
れ
、
こ
と
に
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
高
地
帯
に
も
弱
い
重
心
帯
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
五
十
メ
ー
ト
ル
以

下
の
重
心
帯
を
地
貌
の
面
か
ら
観
察
す
る
と
、
低
い
山
頂
や
丘
陵
頂
・
山
腹
・
台
地
な
ど
の
よ
う
な
高
地
性
遺
跡
が
卓
越
し
、
山
麓
線
以

下
の
低
地
性
遺
跡
が
少
な
く
、
全
体
と
し
て
重
心
地
帯
が
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

弥
生
文
化
の
時
代
に
は
貝
塚
を
も
っ
村
落
の
遺
跡
が
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
北
迫
・
引
野
・
中
郷
・
祝
島
A
遺
跡
な
ど
そ
の
大
半
が
中



立
地
じ
て
い
て
、
海
浜
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

、
大
体
中
期
と
同
様
で
、
周
防
部
に
は
中
期
の
場
所
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
居
住
帯
の
上
限

が
若
干
下
降
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

標
高
か
ら
み
た
居
在
替
の
巾
は
、
二
百
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
周
防
大
島
の
山
稜
に
あ
る
鳶
ノ
巣
遺
跡
や
、
錦
川
上
流
の
松
原
遺
跡
で
、

低
い
遺
跡
は
六
連
島
の
こ
・
五

l
四
メ
ー
ト
ル
で
中
期
に
つ
い
で
巾
が
広
い
。
ま
た
標
高
か
ら
み
た
遺
跡
の
高
度
的
分
布
は
二
百
メ
ー
ト

ル
以
下
の
地
帯
に
ほ
ぼ
万
遍
に
み
ら
れ
、
そ
の
重
心
帯
は
中
期
と
同
様
五
1

十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
が
、
比
高
か
ら
み
る
と
五
十
メ

l
ト

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

ル
以
下
と
五
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
八
十
メ
ー
ト
ル
、
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
の
地
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
十
メ
i

ト
ル
以
下
の
地
帯
を
遺
跡
立
地
の
地
貌
に
則
し
て
吟
味
す
る
と
、
山
麓
線
以
上
の
正
陵
や
台
地
に
立
地
す
る
高
地
性
遺
跡
が
卓
越
し
、
中

期
と
同
じ
よ
う
ー
に
重
心
帯
が
や
や
高
く
、
低
地
性
遺
跡
が
少
な
い
。

2
、
古
墳
文
化
期
に
お
け
る
高
度
的
震
住
帯
の
時
代
的
振
幅
と
重
心
帯
の
垂
直
的
遷
移

さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
は
そ
の
数
が
多
い
の
で
万
遜
な
調
査
が
遅
れ
、
統
計
的
な
処
理
が
で
き
る
段
階
に
ま
で
進

一
応
統
計
的
に
扱
え
る
若
干
の
地
域
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
集
落
遺
跡
と
古
墳
の
高
度
的
分
布

ん
で
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、

を
勘
案
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
傾
向
を
推
考
す
る
こ
と
に
し
た
。

下
関
市
域
⑤
標
高
か
ら
み
た
高
度
的
分
布
の
上
限
は
、
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
小
野
古
墳
と
祭
杷
遺
跡
ら
し
い
百
十
メ
ー
ト
ル
の
竜
王
山

遺
跡
で
、
下
限
ば
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
哉
久
浜
古
墳
、
永
田
辻
古
墳
と
生
野
神
社
古
墳
や
二
・
五

t
四
メ
ー
ト
ル
の
六
連
島
遺
跡
で
あ
る

15 

が
、
大
部
分
が
四
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
帯
に
集
ま
り
、
そ
の
巾
が
狭
い

下
の
地
帯
に
な
り
、
し
か
も
二
十
五
メ
ー
ト
ル
余
り
の
小
門
遺
跡
以
下
の
地
帯
に
多
〈
、
集
落
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の

(第

3
表
)
。
と
れ
を
比
高
か
ら
み
る
と
九
十
メ
ー
ト
ル
以
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低
い
場
所
に
立
地
じ
て
い
る
。
ま
た
古
墳
、
や
集
落
遺
跡
を
含
め
た
垂
直
的
な
主
な
居
住
空
間
は
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
そ
の
重
心
は

十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
台
地
や
沖
積
低
地
で
あ
る
。
田
部
盆
地
を
中
心
と
す
る
吉
田
川
の
流
域
は
下
関
市
域
に
よ
く
似
た
高
度
的
分
布

を
一
示
し
、
古
墳
は
低
い
正
陵
や
山
麓
の
斜
面
に
、
村
落
の
推
定
遺
跡
は
山
麓
帯
に
集
ま
り
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
低
く
て
狭
い
。

宇
部
市
域
@
何
れ
も
標
高
四
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
丘
陵
や
洪
積
台
地
か
ら
砂
堆
地
帯
に
か
け
て
分
布
し
、
こ
こ
で
も
居
住
帯
の

垂
直
的
な
巾
が
狭
い
。
荷
期
の
村
落
推
定
遺
跡
は
本
山
遺
跡
群
の
よ
う
に
、
低
い
丘
陵
の
尾
根
の
末
端
部
の
南
斜
面
に
み
ら
れ
、
組
合
箱

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

式
石
棺
を
用
い
た
古
式
の
古
墳
は
、
王
子
古
墳
の
よ
う
に
標
高
三
十
メ
ー
ト
ル
余
り
の
丘
頂
ゃ
、
大
須
賀
・
中
須
賀
古
墳
の
ご
と
く
標
高

十
何
メ
ー
ト
ル
内
外
の
海
岸
の
浜
堤
砂
丘
に
立
地
し
て
い
る
。
後
期
の
古
墳
は
山
麓
や
台
地
に
営
ま
れ
、
こ
の
期
の
村
落
祉
は
標
高
に
し
て

17 

三
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
比
高
二
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
洪
積
台
地
や
正
麓
に
み
ら
れ
、
本
地
域
で
は
前
期
か
ら
す
で
に
低
地
帯
に
存
在

す
る
ー
な
お
波
雁
ケ
浜
に
は
浜
堤
に
三
層
の
炉
祉
を
も
っ
師
楽
式
遺
跡
が
あ
る
。

山
口
盆
地
@
や
堪
野
川
の
河
口
付
近
に
は
、
向
山
や
兜
山
な
ど
の
中
期
古
墳
が
小
丘
の
頂
上
に
営
ま
れ
、
赤
妻
古
墳
は
山
麓
線
以
下
の

憶
平
地
に
存
在
し
、
箱
式
石
棺
や
横
穴
式
石
室
墳
が
、
盆
地
周
縁
の
山
麓
や
秋
穂
二
島
の
よ
う
な
陸
繋
島
に
群
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
高
度

は
標
高
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
、
比
高
に
し
て
二
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
地
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
村
落
の
推
定
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
が
後

期
の
内
も
の
で
、
比
高
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
い
丘
や
山
麓
帯
か
ら
盆
地
床
に
か
け
て
点
在
し
て
い
る
。

防
府
平
野
@
標
高
か
ら
み
る
と
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
十
メ
ー
ト
ル
の
問
、
比
高
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
の
地
帯
に
分
布
し
て

い
る
。
比
高
約
百
三
十
メ
ー
ト
ル
を
測
る
桑
山
古
墳
の
よ
う
な
弧
立
丘
の
稜
線
や
、
大
日
古
墳
の
ご
と
く
山
麓
の
小
丘
、
あ
る
い
は
塚
原

古
墳
群
・
片
山
古
墳
群
や
多
々
良
古
墳
群
な
ど
の
よ
う
に
平
野
周
辺
の
山
麓
の
斜
面
と
か
、
女
山
古
墳
群
の
よ
う
に
も
と
の
島
の
山
腹
に

み
ら
れ
、
な
か
に
は
、
車
塚
古
墳
や
鋳
物
師
古
墳
の
よ
う
に
後
期
の
古
墳
は
標
高
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
比
高
三
メ
ー
ト
ル
内
外
の
洪
積
台
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標高・比高と地貌からみた島田川流域の

古墳時代遺跡の高度分布

第 4表地
に
も
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
も
村
落
遺
跡
は
あ
ま
り
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
土
師
器
や
須
恵
器
を
伴
う
遺
物
散
布
が
山
麓
帯

か
ら
扇
状
地
や
低
い
洪
積
台
地
に
分
布
し
、
そ
れ
ら
の
高
度
は
標
高
比
高
が
共
に
低
い
。

徳
山
・
下
松
地
域
@
標
高
か
ら
み
た
古
墳
分
布
の
高
度
的
な
巾
は
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
特
に
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
六

十
五
メ
ー
ト
ル
の
聞
に
集
ま
り
、
村
落
の
推
定
遺
跡
は
五
メ
ー
ト
ル
余
り
か
ら
七
十
五
メ
ー
ト
ル
の
間
に
分
布
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
を
比
高
と
地
貌
か
ら
み
る
と
、
古
墳
の
高
い
も
の
で
も
山
根
古
墳
の
よ
う
に
五
ム
1

メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
、
大
部
分
が
三
十
五



メ
ー
ト
ル
以
下
の
正
陵
の
稜
糠
や
山
腹
の
斜
面
と
か
、
平
野
周
辺
の
山
麓
帯
や
台
地
に
立
地
し
、
な
か
に
は
山
麓
線
以
下
の
緩
斜
地
や
、

前
期
の
宮
ノ
州
古
墳
の
よ
う
に
陸
繋
砂
州
の
上
に
営
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

村
落
の
推
定
遺
跡
の
比
高
は
、
岡
市
や
中
戸
原
遺
跡
の
よ
う
に
二
十
五
メ
ー
ト
ル
内
外
の
山
麓
斜
面
や
台
地
の
も
の
か
ら
、
城
山
山
麓

・
浴
・
河
内
中
・
し
ら
む
が
森
・
西
久
米
や
末
式
・
西
豊
井
・
寺
迫
な
ど
の
よ
う
に
、
十
メ

l
ト
品
川
以
下
の
山
麓
帯
か
ら
低
地
帯
に
分
布

し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
前
期
や
中
期
の
古
墳
や
集
落
祉
が
後
期
の
も
の
よ
り
低
い
場
所
に
立
地
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
全
体

的
に
み
る
と
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
居
住
帯
の
重
心
が
低
地
に
下
降
し
て
い
る
。

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

島
田
川
流
域
@
居
住
帯
の
上
限
は
標
高
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
平
畑
遺
跡
が
最
高
で
、
そ
の
高
度
的
な
巾
は
高
度
三
メ
ー
ト
ル
以
上
百
八

十
メ
ー
ト
ル
の
聞
で
あ
る
。
し
か
し
比
高
は
八
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
大
部
分
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
下
に
集
ま
り
‘
特
に
十
メ
ー
ト
ル

以
下
の
低
地
位
遺
跡
が
多
く
、
平
畑
遺
跡
は
異
例
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
地
貌
か
ら
み
る
と
、
正
陵
地
帯
の
尾
根
の
上
や
、
台
地
、
山

腹
の
斜
面
か
ら
山
麓
帯
や
低
地
帯
に
か
け
て
分
布
し
.
こ
の
地
域
で
も
、
川
尻
遺
跡
の
よ
う
に
前
期
か
ら
低
地
に
立
地
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、

一
般
に
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
低
地
に
下
降
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
(
第
4
表)。

こ
の
地
の
南
に
ひ
ろ
が
る
熊
毛
半
島
か
ら
周
防
大
島
に
か
け
て
の
地
域
で
も
、
大
体
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
茶
白
山
古
墳
、

神
花
山
古
墳
、
白
鳥
古
墳
な
ど
前
期
や
中
期
の
古
墳
は
低
い
丘
の
頂
上
に
立
地
し
て
い
る
が
、
多
く
の
後
期
古
墳
は
山
麓
の
斜
面
や
山
麓

帯
に
営
ま
れ
、
村
落
の
推
定
遺
跡
は
山
麓
線
付
近
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
祭
杷
土
器
ば
か
り
を
出
す
単
純
遺
跡
は
、

一
般
の
村
務
祉

よ
り
も
高
い
場
所
に
分
布
し
、
正
の
上
ぞ
海
に
臨
ん
だ
正
上
に
立
地
し
て
い
る
。
な
お
、
防
衛
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
神
龍
石
で
名
高
い
石

城
山
は
、
標
高
三
百
五
十
二
メ
ー
ト
ル
山
麓
か
ら
約
三
百
三
十
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
も
ち
、

一
際
高
い
山
頂
に
所
在
し
て
い
る
。
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内
陸
山
間
地
域
の
豊
田
盆
地
・
秋
吉
地
方
@
と
徳
佐
盆
地
や
玖
珂
盆
地
⑬
な
ど
も
、
海
岸
地
帯
と
大
体
同
様
な
立
地
を
示
し
、
内
陸
地
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域
で
は
標
高
は
高
い
が
比
高
は
む
し
ろ
低
く
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
尾
根
の
上
や
山
麓
の
斜
面
か
ら
低
い
台
地
や
盆
地
床
に
か
け
て
分

対
J
U

之
い
る
。

3
、
条
里
の
立
地
と
有
史
時
代
の
高
度
的
居
住
帯

‘
一
七
世
紀
の
中
葉
に
施
行
せ
ら
れ
た
条
塁
制
度
は
、
考
古
学
上
古
墳
文
化
の
後
期
の
後
半
に
相
当
す
る
が
、
弥
生
時
代
か
ら
発
達
し
て
き

た
農
本
主
義
が
制
度
的
に
確
立
し
て
民
衆
が
低
地
帯
の
耕
地
に
吸
引
さ
れ
、
集
落
が
定
着
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
条
呈
の
分
布
と

立
地
は
居
住
帯
の
垂
直
的
な
重
心
帯
を
知
る
上
の
補
助
的
な
指
標
に
な
る
と
思
う
。

山
口
県
で
、
・
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
条
豆
地
割
の
分
布
地
域
は
十
個
所
で
あ
る
が
、
厚
狭
川
の
流
域
を
境
と
し
て
東
と
西
と
で
、

そ
れ
ら
が
立
地
す
る
地
形
に
か
な
り
明
瞭
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
厚
狭
川
か
ら
東
の
条
塁
は
、
下
松
・
富
海
・
山
口
な
ど
の
よ
う
に
扇
状

地
や
、
久
米
や
防
府
の
東
西
佐
波
令
の
よ
う
な
山
麓
の
緩
斜
地
で
、
河
畔
の
洪
酒
地
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
⑬
。

こ
れ
に
対
し
て
厚

狭
川
以
西
で
は
比
高
が
著
し
く
低
く
、
豊
田
盆
地
の
西
市
の
よ
う
な
盆
地
床
や
、
綾
羅
木
川
流
域
の
よ
う
に
河
畔
の
沖
積
低
地
に
立
地
し

て
い
る
。
い
こ
の
よ
う
に
耕
地
の
地
形
か
ら
み
た
居
住
帯
の
重
心
は
、
西
に
低
く
東
が
幾
分
高
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
差
は
、
専
ら
地

形
の
制
約
に
基
因
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

中
世
や
近
世
の
遺
跡
は
城
砦
を
除
く
と
そ
の
発
見
例
が
少
な
く
、
村
落
の
場
所
は
現
在
、
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
中
世
の
居

住
骨
の
p

ム
限
は
(
陰
遁
集
落
の
廃
嘘
と
考
え
ら
れ
る
平
家
獄
南
麓
一
の
平
家
屋
敷
跡
で
、
標
高
約
七
百
九
十
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
下
限
は
下

河
内
の
三
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。
平
家
屋
敷
跡
の
高
さ
は
先
史
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
う
ち
で
最
も
高
く
、
比
高
は
下
河
内
の

0
メ
ー

ト
ル
か
ら
矢
植
の
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
で
、
中
世
に
椴
然
高
地
性
集
落
が
出
現
し
、
縄
文
時
代
以
来
の
最
大
の
高
度
の
巾
を
示
し
て
い

る
0
4



中
世
の
土
器
を
出
す
高
度
の
高
い
遺
物
散
布
地
は
、
周
防
山
地
の
長
穂
町
付
近
や
@
秋
吉
台
地
@
が
知
ら
れ
て
い
る
。
長
穂
付
近
で
は

標
高
約
三
百
メ
ー
ト
ル
内
外
の
山
麓
線
付
近
に
点
在
し
、
標
高
は
高
い
が
比
高
は
五
メ
ー
ト
ル
内
外
で
低
く
、
秋
吉
台
地
は
標
高
ニ
百
七

十
メ
ー
ト
ル
内
外
比
高
百
七
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
高
い
高
原
面
に
立
地
し
、
前
者
の
地
域
で
は
現
在
も
同
じ
場
所
に
村
落
が
営
ま
れ
て

い
る
が
、
秋
吉
台
地
で
は
近
世
に
姿
を
消
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
中
世
や
近
世
に
起
源
を
も
っ
集
落
は
、
周
防
山
地
か
ら
阿
武
山
地
に
わ

た
る
前
輪
廻
の
高
原
面
ゃ
、
山
麓
線
付
近
か
ら
海
岸
の
干
拓
新
聞
に
ま
で
分
布
し
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
広
い
。
中
世
の
重
心
帯
は

山
麓
綜
付
近
で
大
体
古
代
の
重
心
帯
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
近
世
に
な
る
と
山
城
が
莱
た
れ
、
デ
ル
タ
や
河
畔
の
低
湿
地
と
干
拓
地
に
進

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

出
し
、
近
代
以
後
は
山
麓
線
以
下
の
沖
積
低
地
帯
に
下
っ
て
い
る
。

近
代
工
業
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、
工
業
都
市
が
拡
充
さ
れ
る
に
つ
れ
て
海
岸
の
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
@
、

と
く
に
第
二
次
大
戦
後
、

埋
立
地
の
拡
張
と
都
市
背
後
の
台
地
が
住
宅
化
さ
れ
る
一
方
、
内
陸
の
高
原
に
戦
災
・
引
揚
者
が
集
団
的
に
入
植
す
る
な
ど
、
一
四
度
び
居

住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
拡
張
し
て
き
て
い
る
。

lV 

居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
傾
向
と
問
題
点

次
に
、
先
原
史
時
代
を
中
心
に
居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
の
傾
向
を
要
約
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
1
図
と
第
2
図
は
、
縄
文
早
期
か
ら
現
在
に
い
た
る
高
度
的
居
住
帯
の
時
代
的
な
遷
移
傾
向
を
、
高
い
視
点
か
ら
巨
視
的
に
と
ら
え

る
た
め
に
作
っ
た
図
で
あ
る
。
と
の
図
か
ら
ま
ず
注
意
を
ひ
く
こ
と
は
、
本
地
域
に
お
け
る
高
度
的
居
住
帯
の
上
限
界
が
、
標
高
に
し
て

21 

約
七
百
九
十
メ
ー
ト
ル
、
比
高
三
百
六
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
中
部
山
岳
地
方
に
比
べ
て
著
し
く
低
く
、
垂
産
的
な
生
活
空
間
が
狭
い
と
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，
と
で
あ
る
。
地
形
上
の
最
高
点
は
約
千
三
百
メ
ー
ト
ル
を
測
る
寂
地
山
脈
中
の
寂
地
山

で
、
気
候
上
、
内
陸
山
間
地
に
冬
季
一
メ
ー
ト
ル
内
外
の
積
雪
が
あ
る
ほ
か
は
、

日
世
帯
の

生
活
に
さ
し
た
る
支
障
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
居
住
空
間
の
高
度
が
八
百
メ

ー
ト
ル
に
足
ら
な
い
の
は
、
地
形
そ
の
も
の
の
高
度
が
低
く
、
八
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土

比高からみた高度的居住帯の変遷図

地
が
急
な
傾
斜
の
山
地
で
あ
る
た
め
で
、
そ
の
原
因
を
地
形
の
制
約
に
求
め
る
ζ

と
が
で

L
S
る。先

史
時
代
以
来
、
文
花
小
期
に
よ
っ
て
居
住
帯
に
垂
霞
的
な
振
幅
が
あ
り
、
居
住
の
重

心
帯
の
時
代
的
な
選
移
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
間
題
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

縄
文
早
期
と
前
期
の
巾
は
標
高
に
し
て
約
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
比
高
百
八
十
メ
ー
ト

ル
台
で
共
に
広
く
、
縄
文
時
代
の
初
期
か
ら
海
岸
地
帯
は
も
ち
ろ
ん
内
陸
の
高
原
に
も
居

住
し
、
早
く
か
ら
生
活
空
間
が
広
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
海
岸
の
砂
浜
遺
跡
の
な

か
に
は
、
海
水
で
運
搬
さ
れ
、
波
浪
の
擾
乱
を
蒙
っ
た
砂
牒
浜
や
砂
堆
正
に
含
ま
れ
て
い

第 1図

る
も
の
も
あ
る
の
で
、
遺
跡
の
処
女
地
点
が
、
現
在
の
海
面
よ
り
低
い
場
所
に
存
在
す
る

も
の
も
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

縄
文
中
期
の
遺
跡
は
、
踏
査
の
際
特
に
注
意
し
て
探
査
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日

ま
で
内
陸
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
は
居
住
帯
の
重
心
が
低
い
う
え

に
、
そ
の
巾
が
標
高
比
高
と
も
五
メ
ー
ト
ル
内
外
で
著
し
く
狭
く
、
中
期
の
集
落
遺
跡
が



高
地
に
卓
越
す
る
中
部
地
方
と
全
く
対
昧
的
で
あ
る
点
、
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
い
ず
れ

も
砂
礁
浜
や
砂
堆
地
に
含
ま
れ
た
二
次
的
包
含
層
で
、
こ
の
時
期
が
海
退
期
に
当
る
こ
と
と
考
え
合
せ
る
と
、
当
時
の
居
住
帯
の
下
限
が

現
在
の
海
面
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
と
こ
に
も
一
つ
の
問
題
が
横
わ
っ
て
い
る
。

縄
文
後
期
の
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
は
、
標
高
か
ら
み
る
と
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
が
、
比
高
の
巾
は
ず
っ
と
低
く
二
十
メ

ー
ト
ル
台
で
、
扇
状
地
や
山
麓
帯
か
ら
海
浜
の
砂
層
や
砂
磯
層
に
含
ま
れ
、
そ
の
多
く
は
波
浪
の
擾
乱
を
う
け
た
も
の
も
あ
り
、
期
中
よ

り
は
高
い
が
重
心
帯
が
全
体
と
し
て
低
く
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
も
狭
い
。
，
晩
期
は
後
期
に
似
て
い
る
が
、
標
高
や
比
高
が
さ
ら
に
低

先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

く
、
扇
状
地
や
海
岸
の
低
地
帯
に
立
地
し
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
一
層
狭
く
、
重
心
帯
が
低
地
帯
に
下
り
、
弥
生
前
期
の
前
半
の
立

地
に
似
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
ひ
く
。

弥
生
文
化
の
前
期
の
前
半
は
、
高
度
的
居
住
帯
の
巾
が
狭
く
重
心
帯
が
低
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
半
か
ら
巾
を
増
し
、
後
半
に
は
内
陸

の
山
間
盆
地
に
も
あ
ら
わ
れ
、
標
高
に
お
い
て
三
百
メ
ー
ト
ル
余
り
の
巾
を
も
つ
が
比
高
か
ら
み
る
と
依
然
低
く
、
そ
の
巾
は
二
十
メ

1

ト
ル
ば
か
り
で
あ
る
。
中
期
に
な
る
と
俄
然
比
高
の
巾
が
拡
が
り
、
水
田
耕
作
に
不
可
能
か
不
便
な
山
頂
ゃ
、
丘
陵
の
稜
線
と
か
高
い
台

地
に
出
現
し
、
標
高
比
高
が
共
に
三
百
二

e

十
メ
ー
ト
ル
台
の
巾
を
示
し
て
い
る
。
後
期
は
中
期
に
似
て
い
る
が
高
距
に
お
い
て
下
降
す
る

傾
向
を
示
し
、
重
心
帯
は
引
続
き
い
て
山
頂
や
正
陵
の
尾
根
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
弥
生
時
代
の
前
期
の
末
、
特
に
中
期
か
ら
後

期
の
時
期
に
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
拡
張
し
、

し
か
も
比
高
や
地
貌
の
上
で
高
い
場
所
に
重
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
低
地
で
営

む
水
田
耕
作
が
普
及
し
て
き
た
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
に
深
い
関
心
が
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。

古
墳
文
化
の
前
期
と
中
期
に
立
地
に
お
い
て
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
標
高
か
ら
み
た
居
住
帯
の
巾
は
百
七
十
メ
ー
ト
ル
余
り
、
比

23 

高
に
お
い
て
九
十
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
弥
生
文
化
の
後
期
に
つ
づ
い
て
ま
だ
高
い
場
所
に
み
う
け
ら
れ
る
。
と
と
ろ
が
後
期
に
な
る
と
ト
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4

標
高
が
高
い
わ
り
に
比
高
部
低
く
、
居
住
脊
の
重
心
が
下
降
し
、
水
田
耕
作
の
拡
充
に
伴

っ
て
低
地
帯
に
進
出
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

r

中
世
は
、
さ
き
に
記
し
た
ご
と
く
、
標
高
比
高
と
も
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
本
地
方

本州西端部の高度的居住帯の垂直的変遷図

-
に
お
け
る
居
住
帯
中
最
も
広
い
が
、
重
心
帯
は
低
く
芳
古
代
と
同
様
山
麓
緯
付
近
に
あ

る
。
と
の
よ
う
な
中
世
に
お
け
る
高
度
的
居
住
帯
の
拡
張
は
、
墾
田
に
よ
る
山
間
地
域
の

開
発
の
ほ
か
に
、
動
乱
の
世
相
を
反
映
し
て
、
山
城
や
隠
遁
集
落
が
出
現
し
た
こ
と
が
そ

さ
ら
に
深
〈
探
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

の
原
因
で
は
な
い
か
と
芳
え
ら
れ
る
が
、

近
世
以
後
の
村
落
に
は
、
中
世
の
村
落
の
場
所
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
泰

平
な
時
代
社
会
を
反
映
し
て
か
、
居
住
帯
の
上
限
界
線
が
下
る
傾
向
を
み
せ
、
干
拓
新
田

の
開
発
と
相
ま
っ
て
霊
心
帯
が
低
地
帯
に
下
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
工
業
都
市
が

拡
充
し
た
昭
和
時
代
、
こ
と
に
、
軍
事
的
・
社
会
経
済
的
に
緊
張
し
た
第
二
次
大
戦
中
か

ら
平
和
が
訪
ず
れ
た
戦
後
に
か
け
て
、
重
心
帯
が
下
る
一
方
、
居
住
帯
が
垂
直
的
に
拡
張

第 2図

す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
過
去
三
十
年
間
に
お
ザ
る
居
住
帯
の
'
高
度
的
推

移
は
、
近
世
以
前
に
み
る
居
住
帯
の
垂
直
的
遷
移
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
を
解
明
す
る
う
え

に

一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
深
い
関
心
を
ひ
く
の
で
あ
る
。

上
記
の
う
ち
、
標
高
や
比
高
か
ら
み
た
居
住
帯
の
高
度
的
な
巾
は
、
現
在
発
見
さ
れ
て

い
る
遺
跡
や
遺
物
発
見
地
で
示
し
た
た
め
、

ま
だ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
も
予
想
さ
れ



先原史時代における居住帯の垂直的遷移現象

る
の
で
、
厳
密
に
は
極
く
お
お
ま
か
な
上
下
の
限
界
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
垂
直
的
な
重
心
帯
も
、
各
時
代
の
自
然
環
境
と

政
治
的
社
会
経
済
史
的
条
件
や
、
日
常
の
生
活
が
生
産
活
動
と
結
び
つ
い
た
所
在
地
の
地
貌
と
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
第
1
図
お

よ
び
第
2
図
の
傾
向
曲
線
は
)
縄
文
早
期
か
ら
現
代
に
い
た
る
居
住
帯
の
重
心
の
高
度
的
な
推
移
を
知
る
た
め
に
、
所
在
地
の
地
貌
と
比

高
を
中
心
に
標
高
を
加
味
し
J

遺
跡
の
垂
直
的
な
分
布
の
密
度
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
重
心
の
遷
移
を
と
ら
え
、
大
胆
に
蓋
然
的
な
傾
向
を

示
、
心
た
曲
綜
で
あ
る
!
と
の
傾
向
曲
線
が
物
語
る
、
居
住
帯
の
巾
や
そ
の
重
心
帯
の
垂
直
的
な
遷
移
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
自
然
環
境
と
政
治
的
・
社
会
経
済
史
的
条
件
の
絡
み
合
い
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ど
ん
な

直
接
間
接
の
原
因
が
働
い
た
の
で
あ
る
か
と
い
う
、
具
体
的
な
原
因
を
解
く
こ
と
が
当
面
の
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

γ
・
先
原
史
時
代
の
居
住
帯
の
高
度
的
変
遷
に
み
ら
れ
る
地
域
差

居
住
帯
を
高
度
か
ら
み
た
時
代
的
な
推
移
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
的
な
振
幅
の
仕
方
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お

り
、
“
問
題
点
の
摘
出
や
そ
の
解
決
の
端
緒
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
変
化
と
そ
の
地
域
的
相
異
の
両
面
か
ら
引
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
で
は
紙
数
の
都
合
上
分
布
図
を
示
す
に
止
め
、
垂
直
的
遷
移
の
地
域
差
に
つ
い
て
極
く
概
括
的
に
特
徴
だ
け
を
要
記
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

先
原
典
時
代
を
週
じ
、
厚
東
川
な
い
し
厚
狭
川
の
琉
域
付
近
を
墳
と
し
て
、
そ
の
東
か
ら
周
防
地
方
に
か
け
て
高
地
位
遺
跡
が
卓
越

し
ブ
西
部
の
長
門
地
方
に
低
地
位
遺
跡
が
多
い
。
ま
た
一
上
一
下
的
な
高
度
的
変
化
は
、
周
防
地
方
に
顕
著
で
、
厚
東
川
以
西
、
特
に
響

灘
斜
面
は
概
し
て
安
定
し
た
高
度
を
保
っ
て
い
る
。

時
代
的
に
み
た
垂
直
的
遷
移
の
地
域
差
は
、
文
化
小
期
に
よ
っ
て
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
差
異
が
み
ら
れ
る
。

25 
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第 3図 山口県の主要縄文・弥生遺跡の立地分布図



墳
時
代
に
は
地
域
差
が
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
地
形
に
従
順
に
適
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
弥
生
時
代
に
は
地

域
差
が
な
か
り
明
瞭
で
、
こ
と
に
中
期
の
高
地
性
遺
跡
の
分
布
は
、
厚
東
川
な
い
し
有
帆
川
以
東
か
ら
周
防
部
に
か
け
て
卓
越
し
、
長
門

部
に
は
極
め
て
少
な
い
。
弥
生
後
期
も
ほ
ぼ
中
期
と
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
弥
生
前
期
の
遺
跡
は
西
漸
す
る
ほ
ど
多
く
、

特
に
響
灘
の
海
岸
地
帯
に
集
中
し
、
と
れ
と
反
対
に
後
期
の
遺
跡
が
周
防
部
に
多
く
、
響
灘
の
海
岸
地
帯
に
発
見
例
が
少
な
い
こ
と
に
注

意
を
ひ
く
。
な
お
条
星
の
立
地
は
、
厚
狭
川
を
境
と
し
て
東
部
が
扇
状
地
や
山
麓
の
緩
斜
面
に
多
く
、
そ
れ
以
西
で
は
盆
地
床
や
河
畔
の

先原究時代における居住帯の垂直的遷移現象

洪
酒
地
に
立
地
し
、
僅
か
で
は
あ
る
が
高
度
に
も
地
域
差
が
み
う
け
ら
れ
る
。

こ
と
に
上
記
の
よ
う
な
、
弥
生
時
代
の
官
向
地
性
遺
跡
と
低
地
性
遺
跡
の
分
布
地
域
が
、
弥
生
時
代
の
土
器
の
地
域
差
や
@
、

の
立
地
の
地
域
差
と
照
応
し
、
か
つ
ま
た
、
有
史
時
代
の
畑
作
地
域
と
水
田
卓
越
地
域
の
分
布
と
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
弥
生

時
代
に
高
地
性
集
落
が
出
現
し
、
居
住
帯
の
垂
直
的
な
巾
が
拡
張
し
た
原
因
を
、
地
形
と
生
産
様
式
の
両
面
か
ら
解
明
す
る
う
え
に
示
唆

条
里
遺
構

を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
強
く
注
意
を
ひ
く
の
で
あ
る
。

VI 

結

語

以
上
に
お
い
て
、
遺
跡
の
高
度
的
分
布
を
地
形
に
結
び
つ
け
、
居
住
地
帯
を
垂
直
的
な
角
度
か
ら
極
く
巨
視
的
に
観
察
し
、
そ
の
遷
移

の
過
程
を
切
ら
か
拝
す
る
と
と
も
が
↑
問
題
点
の
摘
出
匹
ク
と
め
た
。
乙
の
調
牽
と
研
究
匹
お
い
〈
、
僅
か
六
手
九
十
八
・
七
卓
ガ
キ
ロ
メ

l
ト

y
の
狭
い
地
域
杉
お
い
〈
ず
ら
、
弗
扉
鼻
持
昨
刊
の
生
活
柑
話
回

J

炉
、
必
伊
ず
作
水
系
的
杉
葬
祁
ず
る
ば
か
り
ぐ
な
く
、
持
病
的
杉
重
4

眼
前
な

振
幅
を
示
し
、
重
心
帯
が
で
よ
二
「
す
る
と
い
う
遷
移
が
み
ら
れ
、

し
か
も
そ
の
仕
方
に
か
な
り
明
瞭
な
地
域
差
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

27 

と
が
で
き
た
。
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筆
者
は
以
前
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
集
落
立
地
の
垂
直
的
な
遷
移
を
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
予
見
的
な
推
論
を
述
べ
た
こ

ど
が
あ
る
が
、
と
れ
を
根
本
的
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
単
に
一
つ
の
時
代
や
一
地
方
だ
け
で
な
く
?
な
が
い
歴
史
を
通
じ
、
類
似
し
た

生
産
様
式
を
も
つ
よ
り
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
個
々
の
遺
跡
の
遺
構
や
遺
物
が
示
す
物
的
証
跡
か
ら
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
自
然

環
境
と
、
こ
れ
に
選
択
的
に
適
応
し
た
人
間
側
の
両
面
か
ら
芳
究
し
、
時
代
や
地
域
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
い
う
方
法
を
通
し
て
検
討
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
取
り
扱
う
一
つ
の
試
み
と
し
て
本
州
の
西
端
部
を
取
り
上
げ
、
そ
の
前
提
と
し
て
特
に
時
代
的
な
遷

移
の
実
態
!
な
明

J

ら
か
に
し
、
垂
直
的
遷
移
の
傾
向
を
と
ら
え
る
と
と
を
重
視
し
た
。
垂
直
的
居
住
帯
に
高
度
的
な
変
化
を
生
ぜ
し
め
た
原

因
に
つ
い
て
は
、
狭
い
地
域
か
ら
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
、
広
域
の
調
査
を
進
め
た
上
で
芳
え
る
べ
き
で
敢
え
て
と
こ

で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
し
た
。

注
①② 

鳥
居
竜
蔵
ふ
ん
史
及
び
原
史
時
代
の
上
伊
那
大
正
一
五
年
、
八
幡
一
郎
佐
久
郡
の
考
古
学
的
調
査
昭
和
三
年
、

4

問
先
史
遺
跡
高

距
の
調
査
結
果
大
要
考
古
学
論
叢
四
昭
和
一
五
年
、
森
本
六
爾
白
木
農
耕
文
化
の
起
源
昭
和
一
六
年
、
同
窓
究
落
立
地
の
移
動

日
本
考
古
学
研
究
昭
和
一
八
年
、
三
森
定
男
先
史
時
代
の
集
落
人
類
学
先
史
学
講
座
一
八
昭
和
一
五
年

藤
岡
謙
二
郎
地
理
と
古
代
文
化
噌
和
一
一
一
年
、
問
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
昭
和
二
九
年
、
三
友
国
五
郎
先
史
時
代
の

'
集
落
地
理
学
五
の
四
、
神
尾
明
正
広
島
市
牛
田
町
西
山
一
二

O
m
貝
塚
人
類
学
雑
誌
五
ニ
の
二
一
、
井
関
弘
太
郎
初
期
米
作
集
落

の
立
地
環
境
資
源
研
集
報
一
六

小
野
忠
煉
原
始
集
落
の
分
布
と
立
地
の
地
理
的
考
察
島
田
川
昭
和
二
八
年
、
同
台
地
性
集
落
と
壕
状
遺
構
上
掲
書
昭
和
一
一
八

年
、
同
塁
・
壕
遺
構
を
有
す
る
古
代
村
落
祉
の
研
究
山
口
大
学
教
育
学
部
記
念
論
文
集
昭
和
三
一
年
、
同
本
州
の
西
端
地
方
に
お

け
る
古
代
の
塁
・
壕
遺
跡
古
代
学
五
の
二
昭
和
三
一
年
、
同
弥
生
時
代
の
高
地
位
集
落
と
囲
郭
集
落
(
要
旨
)
地
理
学
評
論
昭

和
三
三
年
、
同
弥
生
式
集
落
の
垂
直
的
遷
移
現
象
に
関
す
る
若
干
の
問
題
人
文
地
理
昭
和
三
三
年
、
同
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
・
島

棋
に
お
け
る
弥
生
式
集
落
立
地
の
垂
直
的
遷
移
現
象
日
本
考
古
学
協
会
研
究
発
表
(
要
旨
)
昭
和
三
三
年
、
同
瀬
戸
内
地
方
に
お
け
る

① 
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弥
生
式
高
地
性
村
落
と
そ
の
機
能
考
古
学
研
究
六
の
二
昭
和
三
四
年

小
野
忠
判
明
先
史
地
域
の
諸
問
題
日
本
歴
史
地
理
学
研
究
紀
要

E

昭
和
三
五
年
、

理
学
研
究
会
会
員
通
信
一
七
昭
和
三
七
年

小
牧
実
繁
先
史
集
落
の
地
理
地
球
五
の
二
九
八
、
向
先
史
地
理
学
研
究
昭
和
二
一
年
、
一
ニ
友
国
五
郎
先
史
時
代
の
集
落
地

理
学
互
の
四
、
問
先
央
集
落
に
関
ず
る
考
察
地
理
学
評
論
J

四
の
三
、
銃
出
猛
原
始
日
本
民
族
の
視
界
落
形
成
日
本
諸
学
振
興
委

員

会

研

宛

報

告

昭

和

J

五
年
、

J
J
J

森
定
男
先
史
時
代
の
集
落
人
類
学
先
史
学
講
座
マ
ハ
昭
和
二
か
年
、
藤
岡
謙
ニ
郎
地

理
と
古
代
文
化
昭
和
二
二
半
、
和
島
誠
一
原
始
集
落
の
構
成
日
本
歴
史
学
講
座
昭
和
三
四
年
、
藤
岡
謙
ニ
郎
先
史
地
域
及
び

都
市
域
の
研
究
昭
和
三

O
年

、

同

先

史

地

理

学

歴

史

地

理

所

収

昭

和

三

O
年
、
同
日
本
歴
史
地
理
序
説
昭
和
三
七
年
、

藤
岡
謙
二
郎
・
小
野
忠
鵜
先
史
時
代
歴
史
地
理
講
座
三
所
収
昭
和
三
二
年

藤
岡
謙
二
郎
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
上
掲
書

八
幡
一
郎
先
史
遺
跡
高
距
の
調
査
結
果
大
要
上
掲
論
文

中
野
尊
正
日
本
の
平
野
昭
和
三
一
年

井
関
弘
太
郎
日
本
に
於
け
る
海
面
の
相
対
的
変
化
と
沖
積
層
第
四
紀
研
究
昭
和
三
三
年

岩
田
遺
跡
に
つ
い
て
は
発
掘
調
査
に
当
っ
た
潮
見
浩
氏
の
教
示
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

ま
た
回
ノ
滞
遺
跡
は
発
見
者
の
三
浦
肇
氏
の
教
示
に
よ
る
。

下
関
市
教
育
委
員
会
の
吉
村
美
広
氏
が
作
製
し
た
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

藤
井
三
男
が
作
製
し
た
田
部
盆
地
の
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

宇
部
市
域
古
代
遺
跡
調
査
団
に
よ
っ
て
作
製
し
た
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

村
田
益
男
と
三
浦
肇
両
氏
の
作
っ
た
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

脇
運
雄
氏
が
作
製
し
た
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

小
山
良
一
氏
が
作
製
し
た
遺
跡
分
布
図
と
筆
者
の
踏
査
に
よ
る
。

小
野
忠
徳
山
口
県
先
史
時
代
遺
跡
遺
物
発
見
地
名
表
と
分
布
図
、
い
ず
れ
も
島
田
川
に
所
収

浜
田
清
士
口
秋
吉
台
の
遺
物
発
見
地
と
そ
の
遺
物
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
所
収
昭
和
二
八
年
、

④ 

同

@ 
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考
古
地
理
学
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム

日
本
歴
史
地

小昭
野和
忠ニ
鵜八

年
考
古
戸崎

干

上
よ
り
観
た
秋
亡と
日
ぷ、
口
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⑬⑮  

秋
吉
台
学
術
調
査
報
告
所
収
判
昭
和
三
二
年

小
野
忠
撫
島
田
川
流
域
の
遺
跡
遺
物
発
見
地
名
表
と
分
布
図
に
よ
る
。
注
@

防
府
市
の
仁
井
令
で
は
条
里
地
割
の
下
限
が
標
一
喧
了
三

m
内
外
、
下
松
で
は
五

m
以
下
で
何
れ
も
低
い
が
、
三
輪
正
房
博
士
の
地
盤
運
動
の

研
究
「
山
口
県
瀬
戸
内
海
海
髭
の
沖
積
期
に
お
け
る
基
盤
傾
動
に
口
す
る
研
究
」
昭
和
三
五
年
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
ら
は
条
皐
施
行
以
後
、
佐

波
川
構
造
線
以
東
が
沈
降
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
本
元
之
都
濃
郡
長
穏
地
域
の
開
発
に
関
す
る
研
究
山
口
地
理
学
会
年
報
三
昭
和
三
六
年

小
野
忠
商
問
考
古
学
上
よ
り
観
た
秋
吉
台
注
@

松
村
茂
山
口
県
に
お
け
る
人
工
海
岸
山
口
地
理
学
昭
和
三
七
年
度
研
究
大
会
発
表

中
野
-
人
弥
生
式
土
器
か
ら
み
た
山
口
県
域
の
地
域
性
考
古
学
研
究
昭
和
一
一
一
七
年

な
お
、
個
1
4

の
遺
跡
の
調
査
報
告
は
紙
数
の
都
合
上
省
略
し
た
。

⑧@  




